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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年11月10日(2016.11.10)

【公表番号】特表2016-530267(P2016-530267A)
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月22日(2016.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
哺乳動物の免疫抑制を低減又は軽減するための医薬組成物の製造におけるＣＤ９６阻害剤
の使用であって、前記ＣＤ９６阻害剤は、前記哺乳動物の１つ又は複数の細胞におけるＣ
Ｄ９６活性を少なくとも部分的に阻害又は低減することにより、前記哺乳動物の、免疫抑
制を軽減すること、又は、免疫監視を強化又は回復させること、又は、これらの両方を行
う、使用。
【請求項２】
前記哺乳動物におけるＣＤ９６活性を少なくとも部分的に阻害又は低減することが、前記
哺乳動物のＣＤ９６発現細胞を死滅させることを含まないか、又はそれに依存しない、請
求項１に記載の使用。
【請求項３】
前記ＣＤ９６阻害剤が、ＣＤ１５５へのＣＤ９６の結合及びＣＤ９６による細胞内シグナ
ル伝達の少なくとも一方を少なくとも部分的に阻止又は阻害する、請求項１に記載の使用
。
【請求項４】
前記ＣＤ９６阻害剤が、抗ＣＤ９６抗体又は抗体断片である、請求項３に記載の使用。



(2) JP 2016-530267 A5 2016.11.10

【請求項５】
前記医薬組成物は１つ又は複数の他の治療剤を更に含む、請求項１～４のいずれか一項に
記載の使用。
【請求項６】
前記１つ又は複数の他の治療剤が、化学療法剤と、ＰＤ１及びＣＴＬＡ４の少なくとも一
方と結合する１つ又は複数の抗体又は抗体断片とを含む、請求項５に記載の使用。
【請求項７】
前記医薬組成物は、前記哺乳動物の１つ又は複数の細胞による、サイトカイン及びケモカ
インの少なくとも一方の発現、分泌、又はそれらの両方を増加又は増強する、請求項１～
６のいずれか一項に記載の使用。
【請求項８】
前記サイトカイン及びケモカインの少なくとも一方が、ＭＩＰ－１α、ＭＩＰ－１β、Ｒ
ＡＮＴＥＳ、ＴＮＦ－α、及びＩＦＮ－γを含む、請求項７に記載の使用。
【請求項９】
前記サイトカインがインターフェロンγ（ＩＦＮ－γ）である、請求項８に記載の使用。
【請求項１０】
前記１つ又は複数の細胞が、ＣＤ４＋及びＣＤ８＋Ｔ細胞、γδＴ細胞、及びＮＫ　Ｔ細
胞、及びナチュラルキラー（ＮＫ）細胞を含むＴ細胞である、請求項７～９のいずれか一
項に記載の使用。
【請求項１１】
前記医薬組成物は、前記哺乳動物の癌又は癌転移を治療又は予防するための医薬組成物で
ある、請求項１～１０のいずれか一項に記載の使用。
【請求項１２】
前記医薬組成物は、前記哺乳動物のウイルス感染症を治療又は予防するための医薬組成物
である、請求項１～１１のいずれか一項に記載の使用。
【請求項１３】
前記哺乳動物がヒトである、請求項１～１２のいずれか一項に記載の使用。
【請求項１４】
ＣＤ９６阻害剤を、スクリーニング、設計、遺伝子操作、又は他の手段で製造するための
方法であって、候補分子が、ＣＤ９６活性を少なくとも部分的に阻害又は低減することに
より、哺乳動物において免疫抑制を軽減すること、又は免疫監視を強化又は回復させるこ
と、又はそれらの両方が可能であるか否かを決定するステップを含む方法。
【請求項１５】
前記ＣＤ９６阻害剤が抗体又は抗体断片である、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
前記ＣＤ９６阻害剤が抗癌剤である、請求項１４又は請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
前記ＣＤ９６阻害剤が抗ウイルス剤である、請求項１４～１６のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１８】
前記哺乳動物がヒトである、請求項１４～１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
請求項１４～１８のいずれか一項に記載の方法により、スクリーニング、設計、遺伝子操
作、又は他の手段で製造されたＣＤ９６阻害剤。
【請求項２０】
請求項１～１３のいずれか一項に記載の使用に用いるための、請求項１９に記載のＣＤ９
６阻害剤。
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